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ケシ栽培の基礎的研究十
E 収量と草体の相関
小早川利次・広瀬智久
Foundamental Studies on Papaver Cu1ture 
II Correlation coefficient between the yield and the characters of plant 
Toshitsugu KOHAYAKAWA and Tomohisa HIROSE 
当地にケシを導入しすでに生育・収量共に先進地に劣
らぬ事を認めたが1】部音上重要と思われる阿片収量と二
三外部形質との相関を調査したのでその概要を報告す
る.命指導を賜った松尾教授に深謝の怠を表する.
材料:30-31年度裁培のケシ(第一報参照)
結果及考察:結果は粕壁 CJI谷戸和歌山(喜谷戸の
報告とを併せ第一表に示した. (之等の成績はすべて-
j穫に依るものであり栽培方法其他も略々同一である.) 
先づ第一に同一形質問でも相 TABLE 1. 
関係数のひらきが大きい事に注
目される.試みに各地の草丈其
他のフレを掲けoる(第二表).
標準備差が相当に呉り此の原
因として我国に於ける薬用ケシ
の裁培品種たるーメ種が戦後一
時栽培禁止となり解除後日も浅
く種子は各地より集められた関
係等より遺伝的に未だヘテロで
あるのと栽情，環境の相違によ
るものと考えられる.
収穫時に於て:収量と関係深
い形質は各地共荷に関するもの
でありその表面積0.6389，太さ
0.719，長さ0.534，又凡その体
積として長サ×太サで0.712の
高い相関値を示した.即ち苅の
大小は収量と著しく高い相関を
おつが，柱頭放射線の数の多少
新鮮苅霊では篠11.0.824，粕壁0.2174とひらきが大
きく乾室0.403，合水量とは O.75でij.)iの水分量が密接な
相関を示したが従来より述べられている如く蒸騰流が乳
液生産に影響し必ずしも全面的に同化量に依らぬ事等の
事実に一致する.之は乳量が同化能と体内循環流の多少
との複合した条件下で乳管に於ける生産が規制されるの
でなかろうか.尤も乾物霊に対して低いのは採汁後の相
関であり，三島種の分析で N，P20d， K20等は開花時を
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TABLE 2. Variations at each district. 
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Plant h;~~~ 1 9. 73:t2. 071112. 98土6.581135. 6:t 5. 3 (cm)げ抗日ムι・UIj...l"_ ~u..!....u. !JOI 
t:rbud い4.82土0.67115.73土1.84
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100として採汁後夫々67，66， 36と減少している結果4)
が報告され，比の無機成分の減少は相関係数の低下に一
役かっているものと考えられる.
各葉片の大きさとは関係深く，止葉が特に高く止葉の
重要性めを物語っている.更に茎の太さについても相当
高く今回の成績では丸葉基部が最も高く，葉型転換と共
に(その時期は花芽分化直前頃で栄養生長から生殖生長
への転換期に当る〕注目すべきであろう.
次に開花時について検討すれば，相関皮の順位は全般
的に収穫時と同じであるが，茎の太さについては差少く
葉の大さについては最大葉では比較的少く止葉丸葉の)1闘
に穴きい.之は時間的に収量に及ぼす影響が移る事を示
し:最大葉以下は受光量の変化及年令的に丸葉， 1:葉が後
期l程影響が大となるを示していると解される.叉1L禁止
草丈，葉数との相関は非常に少なかったが，葉数につ
いては同化生産を行っている葉に限らず黄変葉まで数え
たからで，形質のとり方でもっと高く出るかも知れない.
種子容積では負の相関を示したが之は31-32年に受精
と乳量との関係を調査した結果も同様であった.(未発
表〉即ち乳液生産と種子の生育とは生理的に相反する傾
向にあって興味深いものがある.
今回の実験では病株，或いは異常株に注意して極力材
料の斉ーを計ったのと入手した種子の純度が高かったの
と相侯って比較的高い相関が得られたと考えられる.以
上はあく迄表現型相関であり，更に厳密には遺伝相関と
環境相関に分離しなければならない.
要，約
阿片収量と次の形質の問に相関を認めた.
1. .iEの相関:、荷重，苅の長サ，太サ，同合水量，ー 花模
部各部の太さ.止禁，丸薬，最大葉の長サと巾.
2. 負の相関:種子容積
(篠山農場，工芸作物学講座，昭34.8. 31.受理[)
文 献
1. 小早川・広瀬:兵農大研報 2;2 1956 
2. 川谷他:衛生試験所報告 75号 1957 
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Summary 
There were significant correllation co伍cients
b巴tweenthe opium yield and the some other char. 
acters of. P. somniferum. 
The results obtained are summerrized as follows: 
I. ' Positive correllation: Cupsule weight (fresh 
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5. 小早川い兵農大研報 1958 
and dry)，length，diameter.-water conten t，: diameter 
of pedanc1e， stem，;length and width of the top， 
maximum and round leaf. 
I.， Negative correllation: Volume of seeds. 
(Sasayama Experimental Farm， Laboratory of 
Industrial Crop Science， Received Aug. 31， 1959) 
